
【研究論文】

韓国語教育におけるパフォーマンス評価の導入の提案

口頭能力に焦点 を当てて

趙 卿我

1.は じめ に

本稿 は 、韓 国語1教 育 にお ける 口頭能 力 の評 価 に着

目し、 実用 可能 なパ フォー マ ンス課題 や ルー ブ リック

を提案す る もの であ る。

韓国語 教育 にお け る 口頭能 力の評価 の研究 は、 大 き

く三つ の観 点 か ら分類 で きる2。一 つ 目は、韓 国語能 力

試験(TOPIK)と 世 界韓 国語認 証試 験(KLPT)に 公認

され て い る評価 に関す る研 究 であ る。 二 つ 目は、大 学

にお ける韓 国語 教 育の カ リキュ ラムの 中で行 な う評価

に関す る研 究 で あ り、三 つ 目は、最近 の パ ソコ ンを使

用 した評価 ツール の開発研 究 であ る。

本研 究 が対象 と した のは、 日本 の大 学授 業 のカ リキ

ュラムの 中で行 な われ る 口頭能 力評価 の あ り方 で ある。

現在 、 日本 の大 学 にお ける韓 国語 教育 の評価 研 究は ご

くわずか しか存 在せ ず3、しか も、いず れ の先行研 究 も

大学授 業 のカ リキ ュラ ムの中 で、特 に 口頭能 力 を評価

す る とい う観 点 か らの具体 的 な提 案や 教育方 法 の提示

は見 当た らない。

言語 教育 にお いて 、 口頭 能力 の評価 の妥 当性や 信頼

性 を高 め るた めには 、パ フォーマ ンス課 題や ルー ブ リ

ック(評 価指 標)を 用 いて 、具体 的 な状況 の 中で実際

に行動 す る過 程(process)及 びそ の結果(product)

を評価す る必 要 があ る。 す なわ ち、教 師は 、学習者 の

一 人ひ とりの言語発 達 プ ロセ ス を詳 細 に評価 す る とと

もに、総合 的 な評価 も重 視 しなけれ ば な らな い。

しか しなが ら、 現在 の 日本 の大学 授業 にお け る韓 国

語教 育 では、 教科 書の一 冊 を終 える こ とを教 育 目標 と

して掲 げてい る こ とが多 く、 口頭 能 力 に対す る評価 も

教 師個 人 に任 され てい るのが現状 で あ る。従 って 、 「何

を評価 す るの か」 は、教 師各人 の専 門性 と強 く結び つ

い てお り、 口頭 能力 の評価 が望 ま しいか た ちで機 能す

るか否 かは 、多 くを教師 の能力 に期せ ね ば な らない こ

とは言 うま で も無 い。

1980年 以降 、学 習者 中心の 教育 が注 目され る よ うに

な り、学 習の結 果 よ り学習 プ ロセ スを意識 した言 語教

育 が行 なわれ てい る現在 、韓 国語教 育に おい て も学習

の最 後 に行われ る試 験 とい う狭 い評価 枠 か ら抜 け出 し、

評価 も学 習の重 要 な一部分 と して認識 され る必要 が あ

る。

そ こで本 稿 では、 まず韓 国語 教育 にお け る 「話す 」

能力 の教 育 目標 や具 体的 な評 価類 型 に着 目す る。 そ し

て、 大学授 業 のカ リキ ュラムの 中で活 用可 能なパ フォ

ーマ ンス課題 やル ー ブ リックに ついて提 案 を行い たい
。

2.韓 国語教育における口頭能力評価の目標と類型

Han,Sang-miの 研究(2008)4に よる と、韓 国語能 力

評価 の観 点 は、① 言語 的能力(語 彙 能力 、文法 能力)、

② 言語運 用(pragmatics)能 力(談 話 能力 、課題 ・機

能 遂行力)、 ③社 会言 語的能 力(社 会文化 的 能力)で 大

き く分 け るこ とが で きる5。

本 研究 で は、韓 国語教 育 にお ける 口頭能 力評価 の た

めの実用 可能 なパ フォー マ ンス課題や ルー ブ リックの

提案 を 目的 と して い るた め、② 言語運 用能 力 に焦 点 を

あ ててい きた い。この話用 的能 力に対す る評 価規準 は 、

表1の 通 りであ る。

表1は 、Gang,Seung-hye(2005)6とHan,Sang-mi

(2008)の 研究 を も とに、筆 者 が 日本 の大学 にお いて

外国語 と して週2回(180分)の 韓国語 授業 を受講 し

てい る中 ・上級段 階 の学生 を対象 に し、 口頭 能力評価

の教育 目標 を再構成 した もので ある。 中 ・上 級段階 の

学 生 を対 象 に した理 由は、 図1で 示 した よ うに(ii)

の韓 国語 の 場合 は、(i)の 英語 の 場合 よ り、中 ・上 級
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段階の学習者の内部分布が不安定な状況であり、教材

や評価ツールも初級や超級より不足しているからであ

る。

表1韓 国語の口頭能力評価の教育目標

多様な韓国語の表現を用いて日常生

談

話

能

力

活 、社 会生 活及 び 学問 活動 関連 の テー

マ につ い て あ る程 度 や り と りが で き

る。 また 、親 しみ が あ る社会 的 なテ ー

マや 抽象 的 な テー マ にっい て も論理 的

に話 せ る。

・日常生活で自身の意見を具体的に表

話 現す るこ とが 可能 であ り、周 りの助 け

用 が な くて も謝 る、断 る、説明 す る、比

的 課 較 す る、 同意 す る、 尋ね るな どを適切

能 題 に遂行 す る こ とがで き る。

力 ● ・個 人的 、社 会 的状 況、 学問 を 目的 と

機 す る状況 の 中 で、 自身 が意図 した こ と

能 を誤解や弊害なく、韓国語で遂行する
遂 こ とがで きる。

行 ・事 前に 準備 した上 での発 表
、情報 交

力 換など大学生活を送るための必須的な

課題や技能を大体に韓国語で遂行する

こ とが可 能 であ る。

(Gang,Seung-hye(2005)とHan,Sang-mi(2008)

の研 究 を も とに 筆 者 作 成)

現在 、大学 の韓 国語授 業 におい ての教 育 目標 は 、 ど

の よ うな文法 、語 彙や表 現 を教 えるか 、すな わち言 語

的項 目に即 して立 て る ことが 多い。 この場合、 テ キス

トの項 目順 に進 めてい けばカ リキ ュラム を終 える こと

が で きるので 、教 師に とって は楽で あ る。

(Won,Jin-suk「 韓国語 口頭 能力評 価基 準設 定の た

め の研究(耐 琴(判 豊苛71LQO7}71歪 翌碧{}

a}望 干)」 韓 国語 文教 育研究所 『韓 国語 文研

究』1992年 、p.112。)

しか し、 これ で はカ リキュ ラムの項 目を終 えたの ち、

学習者 が 「韓 国語 を使 っ て何 が でき るよ うにな ったの

か」、つま り実用 的な韓 国語 の運用能 力が 身 につい たの

か どうか を評 価す るこ とが困難で あ る。それ どころか、

現況 の大学 の韓 国語教 育 では、 この よ うな評価 観点 は

欠 けてい る と言 わ ざるを得ず 、教育 目標 として具体 的

に掲 げ られ る こと も殆 どない よ うで あ る。

口頭能 力 の適切 な評価 には 、まず 、学習者 の 言語認

知 的な発 達水 準 を考慮 して、学 習の段 階や難 易度 に よ

る段階型 ・水 準別 のカ リキ ュラム を設 け る ことが必須

であ る。 教育 目標 は、 その うえで具体 的 に立て られ な

けれ ば な らな い。教 育 目標 は、例 え ば 「日常生活(実

生活 ・真 正性 が高い 状況)で 自身 の意 見 を具 体的 に表

現す る」 な ど、韓 国語 を使 って 実際 に何 をす るのか、

日常にお け る言 語行 動 を 目標 とす る こ とが必 要 であ る。

す なわ ち、中 ・上級段 階 におい ては、課題 に対す る知

識 の 「量」よ りも、知識 を 「どの よ うに活 かす のか」とい

う学 習者 の実践 的な アプ ロー チが求 め られ 、 それ が同

時 に重 要 な教 育 目標 にな る。

こ うした教 育 目標 を達成す るた めに は、具体 的 な評

価 類型 と評価 項 目が必 要 となる。表2に それ を示す。

表2は 、 「外 国語 学習 のめや す」(2012)7の 研 究(高

等 学校 を対象)を もとに 日本 の大学 におい て韓 国語学

習 中 ・上 級段 階の学 生 を対象 に し、筆者 が 再構成 した

評価 類型 で ある。

評 価類 型 と具体 的な評価 項 目は、現在 大学 の講 義で

よ く使 われ て い るテ キス トを 中心 に8分類 した。

前 述 した よ うに、 口頭能 力の評 価類型 と評 価項 目は 、

何 よ り教 師の専 門性 に依拠 して実 践 され るので あ り、

更 な る評価 の客観 性 や信頼性 を高 め るため には、 教育

活動 の理論 と実 践方 法 を合 わせ て体系的 に構 築す る こ

とが 要求 され る。 従 って、教 育実践 を進 め る際に は、

大学教 育 とい う場 の持 つ可能性 と限界 を認 識 しな が ら、

カ リキ ュラムの編 成や 授業づ く りのあ り方 を常に 問い

直す作 業 が必要 とな る。

それ では 、以上 の よ うな実生 活 ・真 正性 が 高い状況

を想 定 した課題 に対 す る 「評価 」 は、 どの よ うに実践

した らよい のか。 次節 で考察 し、具体 的方 法 を提 案す

る。
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表2口 頭能力評価の評価類型と評価項目

雁
階

評価
類型

評価項目
一

紹介

する

自分や 身近 な人 の特徴(得 意 な こ と

や不得 意 な こと、性格 な ど)に っ い

て紹介 す る ことがで き る。

卒業後 の進 路(進 学 す る、就職 す る、

面接 留学するなど)及び将来就きたい職

する 業や働 き たい場所 につ いて 、話 しあ

う こ とが で き る。

中

要約

する

映画や簡 単 な小説 な どの あ らす じ

や 、イベ ン トの見 どころを話 す こと

がで きる。

高 関心 を持 ってい る研 究課題 と、その

級

段

階

発表

する

重 要 性 の理 由に つ いて 説 明す る こ

とがで き る。 また 、図 、絵 、写真 、

表 な ども用 い て情 報 を分 りや す く

伝 え るこ とがで きる。

話 し手が 直接 的、間接 的(電 話 、イ

イ ンタ ンターネ ッ トな ど)に 接 触 し、話 し

ビ ュー ことばまたは事前に準備 した書き

する こ とば を通 して行 な う双方 向 の コ

ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが で き る 。

質問を 好 きな こ とや もの ・人 につい て、そ

聞いて の理 由 を含 めて 、口頭 で また は書 い

答える て紹介 す る こ とがで き る。

(「外 国語学 習 のめやす 」(2012)の 研 究 を も とに筆 者

作成)

3.韓 国語教育における口頭能力評価方法の提案

(1)パ フ ォー マ ンス課題

一 般 的に 遂行(performance)と は
、具体 的 な状 況

の中 で実 際 に行 動す る過 程(process)及 び その 結果

(product)で ある。 教育 現場 での教授 ・学 習の新 しい

代 案 と し て 追 求 さ れ る 「パ フ ォ ー マ ン ス 評 価

(performanceassessment)」 とは 、学習者 自 らが 自身 の

知識(knowledge)や 技 能(skils)を 表 現 で きる よ う

なか た ちで、産 出物(作 品 、問題解 決 の仕方 、制 作過

程、発表 な どを包括 して こ う呼ぶ。)を 制作 した り、行

動に表 した り、答 えの構 成 をす るこ とに対す る評価 方

式で あ る9。また、多肢選 択式 試験 の よ うな従 来の評 価

システ ム とは異 な り、知 識 の量的 な活用 では な く、質

的な活 用 とその表 現が重 要 な評価 対 象 とされ る。

そ して、 この評価 法 は 「パ フォー マ ンス課題 」 にお

いて活 か され る。 パ フォーマ ンス課題 とは、学 習者 が

達成 しよ うとす る 目標 と同様 に 多様 で あ り、作成 は簡

単 なもの では ない。グ ラン ト・ウィギンス(GWiggins)

は、形 式 と利 用 の点 か ら、多 くの場合、 パ フォーマ ン

ス課題 は 三っ の幅 広 いカテ ゴ リー に分類 してい る、 と

す る。 ① 「短い評 価課題(shortassessmenttasks)」 、②

「イベ ン ト課題(evevttasks)」 そ して、③ 「拡 張課題

(extendedtasks)」 で ある。

① 「短 い評 価課題 」 では、 学生 があ る学習 内容の 中

で、基本 的概 念、 手続 き、関係 、思 考ス キル な どを ど

れ ほ ど習得 してい るか を判断す るために 多 く使 用 され

てい る。 この よ うな課題 は通 常、完 了ま で に数 分 しか

かか らな いこ とか ら、一 つの評 価 の中で組 み合 わせ ら

れ る。この よ うな課題 の事 例 としては、 「オー プン ・エ

ン ドな課 題(open-endedtasks)」 「発展 的 な多肢選 択式

問題(enhancedmultiple-choicequesrions)」 「概念地 図法

(conceptmapPing)」10な どが あ る。

② 「イベ ン ト課 題(eventtasks)」 では 、作文 の流暢

さ と問題 解決 スキル な ど、幅広 い コン ピテ ンシー を評

価す る よ う作成 され てい る。 イ ベ ン ト課題 は、特 定の

教科 分野 に限 って使 用 され る こ とが多 く、 学生 がす で

に知 って い るこ とだ けで はな く、 さ らに彼 らが どれ ほ

ど適切 にその知識 を使 用 してい るか を浮 き彫 りにで き

る よ う作成 され てい る。 この よ うな課題 は通 常、完 成

す るまで にあ る程 度 の期間 が必要 で ある。評価 につ い

ては 、教 師の観 察、学 生のパ フ ォーマ ンス事例 の採 点

記 録 、 自己評価 、仲 間に よる評 価 、ま た これ らの アプ

ロー チを一 部組 み合 わせ た もの に基 づ いて いる。

③ 「拡 張課題(extendedtasks)」 は、長期 にわた る多

目的 プ ロジェ ク トで、学 期や学 習単 元 の最 初 に割 り当

て られ てい る。活動 や 工程は 、学生 が この よ うな課題

をや り遂 げ られ るよ うに支援す るため、 カ リキュ ラム

の 中 に位 置づ け られ てい る。拡 張課題 の多 くは、特定

の教 科分 野 にお ける長期 プ ロジェ ク トの形 式 を とって

い る。そ の他 の拡張 課題 は学習 コー スの最 後 に、修 得

した こ との演示(ritesofpassage)と して利 用で きる よ

う作 成 されて い る。

現在 、 日本 国内で使 用 されて い るテ キス トを中心に 、

パ フォー マ ンス評価 の本質 が よ り具体 的に示 され る タ

ス クの例 を挙 げ ると、図2か ら図4を 取 り上 げ るこ と

がで き る。

この よ うなオ ープ ン ・エ ン ドの課題 では 、様々 なア

一19一



ブ ロー チが可 能 であ り、学習 者が 自ら解答 を組 み立 て

る際 に、い くつ かの道筋 を た どらなけれ ばな らない こ

とが わか る。ま た、学 生 に 「刺激(課 題 の 素材)」 が 提

供 され 、そ の後 に独 自の応答 を伝 える こ とが求 め られ

る。

教師 は、学 生 が書い た簡 単な解答 や、答 え に至 る数

学 的解決 法 、ス ケ ッチ 、図表 な どを通 して、創 意的 な

言 語活 用な どを評価 す る。

(李潤 玉他 『韓 国語の 世界 へ 初 中級編 』』白水社 、

2011年 、p.79。)

さ らに、 このオ ープ ン ・エ ン ドの 課題 は、学 生 にか

れ ら独 自の質 問や 状況 を考 え させ るこ とによ って、 よ

りオー プンエ ン ドな ものに なってい く。 この よ うに展

開 させ る ことで、 学習の 積極 的な動機 づ けや 、様 々 な

方 法で の問題解 決 力を養 うこ とも期待 で きる。

図3の 「発 展的 な多肢 選択 式問題 」で は、単 純な選

択 式で はあ るが、 取 り上 げて いる内容 に特徴 が あ る。

従 来 の 多 肢 選 択 式 に 比 べ て 、 よ り 「真 正 性

(authenticity)」が高 い状況 の 中で、正答 を決 定 す るた

め に求 め られ る思考 を刺激 す るよ うに作成 され てい る。

ここで は、目標 言語 の文化 的基礎 知識 、(1)か ら(9)

ま での項 目の 関係性 の把握 な どを どの程度習 得 して い

るかが評価 され る。

図3発 展的な多肢選択式問題

言語教 育 では 、 目標 言語 圏の文 化の基礎 ・基本 的な

知識 の習 得 を土台 に した上 での言 語活用 こそ、永続 的

な知識 ・理解 に繋 が る と言 え る。 従っ て、 目標言 語の

文化的 な背景 に 関す る知識 を要 しない選 択式 課題 な ら、

取 り組 む価値 は低 い と言 えるで あろ う。

テ キス トの内容 全般 にお いて、 日常生活 にお ける経

験 を も とに して学 生 が学習 プ ロセ スで どの程度 習得 し

てい るか を確認 す る ために 、 「実際状 況 での 問題解決

能 力 を伸 張」 す る こ とが重視 され てい る。

2010年 以 降に 出版 され、 日本 の大 学で使 われ て いる

テキ ス トuで は、 「パ フォ ーマ ン ス課 題 の 多様化 」 の

特徴 も見 られ 始 めてい る。

次節 か らは 、パ フ ォー マ ンス 課題izの 評価 方 法 につ

いて、具 体的 に見 てい くことにす る。
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(2)ル ー ブ リックの活用

パ フォー マ ンス評価 を行 な う際 、重 要な作 業 があ る。

それ は、パ フォーマ ンス課題 に対 す るル ー ブ リックの

作成 で ある。前 述 したパ フォーマ ンス課題 の選 定 と開

発、ル ー ブ リ ックの作 成 は異 なる作業 で あるが 、いず

れ も教 育 目標 を達成す るための評価 規 準 を明確化 す る、

とい う点で欠 かせ な い。

従来 の評価(多 肢選 択式評 価)と は異 な るパ フォー

マ ンス評 価 の特徴 は、ルー ブ リ ック を用 い て学習者 の

遂行 の過 程及 び その結 果 を評 価す る こ とで あ る。 ラテ

ン語の 「赤 い色」 を意 味す るルー ブ リ ックは、宗教 礼

拝 行事 の指針 や法 院の重 要 な決定事 項 を強調す るため

に赤い色 を使 用 した こ とが起源 で あ り、「重要 な意 味 を

含 む」 こ とを意味 す る13。

ル ー ブ リ ック は、課題 に対す る学 習者 の実践 的 なア

プローチ を、 手続 き(過 程的 ・方 法 的)的 な知 識 を重

視 しなが ら、 その成 功 の度 合 を段 階 的に分 類 した評価

指標 で ある。各段 階 か ら読 み取 る ことがで き る特 徴 を、

個 々の学 習者 の素質や 特 性に合 わせて作 られ る。具 体

的 には、課 題領 域(taskdimension)に 対 す る遂行 の

レベ ル(scale)と 課題 記述語(taskdescription)で

構 成 され てい る。

「遂行 の レベ ル」 は、与 え られ た課題 を どの程度 、

解 決 して い るかを段 階で 区分 す る。 現在 、韓 国や 日本

の教 育現 場で は、1段 階(初 級 段 階)か ら3段 階(高

い水 準の 学力)か 、1段 階 か ら5段 階(上 級段階)と

な ってい る例 が多い。

また、ル ー ブ リックは、パ フォーマ ンス課題 の特性

や 使 え る 目的 に基 づ いて 、 ① 総 合 的 ル ー ブ リ ック

(genericrubric)、 ② 分 析 的ル ーブ リック(analytic

rubric)、 ③ 発 達 的 ル ー ブ リ ッ ク(developmental

rubric)、 ④ 課題 ル ーブ リック(taskrubric)に 分 け ら

れ る。

① 総合 的 ルー ブ リックは 、遂 行 の結果 を段階 に基

づ い て総合 的 に判 断す る評価方 法 であ る。 例 えば、 学

習 者 の多様 な コ ミュ ニケー シ ョン能 力、総 合力 、文 を

書 く能力 な どは個別 にでは な く、段 階 の中で総合 的 に

課題 叙述 によ り示 され る。

② 分 析 的ル ー ブ リックは 、評 価領 域別 で 示 され て

い る遂行 内容 を、段 階別 に判 断す る評 価方 法 であ る。

例 え ば、 口頭 能力 を評価 す るため には、語 彙 、文法表

現 、流暢 さ ・発 音 ・わ か りやす さ、構 成 、内容 に関す

る知 識、 アイ コンタ ク トの有無 がそれ ぞれ領 域 として

区分 され 、課題 叙述 が示 され る。

③ 発 達 的ル ー ブ リックは 、学 習者 の遂 行 の推移 ・

発達 を評価 す る。す なわ ち、 あ る遂行 が示 す 固有 の発

達過 程 を、初歩段 階 か ら専 門的 と言 える高 い段階 まで 、

どの よ うに変化 し発 達 してい るのか を質的 に評価す る。

④ 課 題ル ー ブ リックは 、特 定 の単元 や テ ーマ に対

して学習者 が どの よ うに理解 してい るのか を評価す る。

本研 究 では 、第3節 の(1)で 採 り上 げ た3つ のパ

フォ ーマ ンス課題 の 中、 「オ ープ ン ・エ ン ドな課題」(p.

4,図2)と 図3の 「イベ ン ト課題 」 に対 す るルー ブ リ

ックを提 案 して い く。

まず 、 図2の 「オー プ ン ・エ ン ドな課題 」 に対す る

ル ー ブ リ ックは 、表3の 通 りで あ る0

表3は 、韓 国語 でイ ン タ ビュー を行 な うとい う課題

に対 す るル ーブ リックの提 案 であ る。 課題 ル ーブ リッ

クは14、他 の①か ら③ のル ー ブ リックに比 べて 、単元
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や テ ーマに基 づ いて学 習者 が どの よ うに学習 を理解 し

てい るのか に、よ り注 目す る もので ある。評価 の過 程 ・

結 果 を統一す るため、 同 レベ ル(課 題別)に よ るモ デ

レー シ ョン とベ ンチマ ー ク(benchmarks)15の 構築 が

重 要 であ る。

の よ うに評価 され るのか を理解 させ るた めの効 果的 な

道具 にな る。 従 って 、学期 のは じめに課題 と関連 して

rどの よ うな遂行 が素 晴 ら しい もので あるの か」 を討

論 し、教師 は、学習者 と ともに各 教科 内容 に適切 な 「記

述語(descriptors)」 を作 って お くこ とが望 ま しい。

表3イ ン タ ビュー に対 す る課題 ル ーブ リック

学 習 目標:イ ンタ ビューす る人 を決 めて 実際 に

韓 国語 でイ ンタ ビュー を行 い 、イ ンタ ビュー を

行 な う上で必 要 な言語 表現 、イ ン タ ビュー か ら

得た情報を正確にまとめて話すことを目指す。

イ ン タ ビュー のテ ーマ に合 わせ

て計画を立て、多様な言語表現

評

4

学習目

標以上

を達成

を活 用 しなが らイ ン タ ビュー を

行 なっ て いる。 イ ン タ ビュー を

行 な う上 での言語 表 現や イ ン タ

ビュー か ら得 た情 報 を正 確 に ま

とめ て話 して いる。

価 イ ンタ ビュー のテ ーマ に合 わせ

規

準

3

学習目

標を達

成

て計 画 を立 て 、イ ン タ ビュー を

行 な うが 、そ のプ ロセ ス に多少

言 語 表現 に問題 が あ る。 イ ン タ

ビュー か ら得 た情 報 を ま とめ て

話 してい る。

2 イ ンタ ビューが 上手 く行 な われ

学習目 てい な い。 イ ンタ ビュー か ら得

標まで た情報を話すのにときどきスピ

あと少 一 チ が遅 くな った り、言 い よ ど

し み、沈 黙 があ る。

1

学習目

標まで

努力が

必要

イ ンタ ビューの プ ロセ ス、イ ン

タ ビュ ー の情 報 が準 備 ・把握 さ

れ て い な い。 長 い沈 黙 があ っ た

り、 声 が小 さくな った り、 口の

中で つぶ や くよ うな とこ ろ もあ

る。

(筆者作成)

また 、評 価 を行 な う際 に は、評 価 の対象 とな る教育

目標 ・内容 ・尺度 ・結 果 が根拠 とともに 、事 前 に学習

者 に提示 され る こ とが必 要 である。この こ とに よっ て、

教 師 と学生が 互い の評 価 にっ いて理解 を高 め られ る。

そ して、図4の 「イベ ン ト課題 」 に対す るル ーブ リ

ック は、表4の 通 りで あ る。

ル ー ブ リックは、 学習者 に 、 自身の 学習 がこれ か ら ど

表4口 頭 能 力 に対 す る総 合的ル ー ブ リ ック

・研 究テ ーマ につい て説 明 し、 そ の重要

性 の理 由 について も説 明 して いる。
・言葉 の伝 達 は、 とて も丁 寧で あ り、話

4

学習

目標

以上

を達

成

す 文章 の構 造 も比較 的 に正 確で論 理 的 で

ある。

・発 表 中 、継 続 的に 聞 き手 とアイ コ ンタ

ク トを保 ち、 ノー トに頼 る ことは ない。

・発 表 の テーマ に対す る準備(資 料 、教

材 な ど)を 丁寧 に してお り、聞 き手 の質

問に対して適切な情報を提示しながら明

確 に答 えて いる。

・研 究テ ーマ につい て説 明 し、 そ の重要

3

学習

性 の理 由につ いて も話 してい る。

・言葉 の伝 達 は、 とて も丁 寧で あ り、結

目標

を達

論 につ いて正確 に話 してい る。
・発 表 中 、聞 き手 とアイ コ ンタク トを保

ちノー トに頼 る こ とが少 ない。
成 ・発表 の テーマ に対 す る資 料 な どの準備

があ り、 聞 き手 の質 問 に対 して情 報 を提

示 しな が ら答 えて い る。

・研 究 テー マ につ い て話 してい る が、説

明 には なっ ていな い。

z ・言葉 の伝 達は 、 とき どき途切れ 途切 れ

学習 にな った り、結論 につい て話 してい ない。

目標 ・発 表 中 、聞 き手 と時々ア イ コン タク ト

ま で を とって い るが 、 ノー トを読ん でい るこ

あ と とが多 い。

少 し ・発 表 のテ ーマ に対す る準備 が 不足 して

お り、 聞 き手の質 問 に対 して満 足 に答 え

られ な い。

1 ・研 究 テーマ の重要 性 を認 識 してい ない。

学習 ・話 が 聞 き取れ な い。

目標 ・発 表 中 、聞 き手 とのアイ コンタ ク トが

まで 少 な く、常 に ノー トを読み なが ら話 して

努力 い る 。

が必 ・発 表 のテ ーマ に対す る聞 き手 の基 本的

要 な質 問 に対 して答 え られ ない。

(筆者作成)

評 価 内容 にっい ては 、学生 ・教師 の間 に誤 解や 齪酷

がな いよ うに、 同一 の理解 を得 てお くことが重要 で あ
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る。 すな わ ち、 「観 察可能 な行動用 語」(言 葉)で 教師

が求 めてい る遂 行 内容 を明確 にす るべ きで あ る。

ル ーブ リックに よって、 教師 は点数 で表す こ とがで

きない学習 の狙 いや意 義 な どを見極 め 、判断 す る こと

ができる。 その うえ、ルー ブ リックは学 生 自身が 自分

の遂行 の到 達度 は どの程度 で、 どの よ うに して 自分 を

向上 させて い けば よいか を 自己評価 す る助 けに もな る。

ルー ブ リックに は この よ うな利 点 があ るが、 十分 に活

用す るには 、学 生の多様 な要 求や異 な る 目標 に合 わせ

て継続 的に修 正 ・改善す るこ とが求 め られ る。

以上 の よ うに 、パ フォーマ ンス評価 を採 用す るこ と

に よって、 たん に評価方 法 を改め る機 会 とな るのみ な

らず、発 展的 ・永 続的 な学習 内容の改 善 に活 かす こ と

がで きる。 パ フ ォーマ ンス評価 は、学 習 改善 ための評

価 とい う考 え方 を もた らした と言 える。

4.ま とめ と課題

本稿 で は 、 日本 の大 学 にお ける 韓 国語 の 口頭能 力

(「話す」能 力)の 評 価 に焦点 をあ てて 、実 践可能 なパ

フォーマ ンス課題 やル ー ブ リックを提 案 した。韓 国語

教育 にお け る教 授 ・学習 に関す る省 察 は、 カ リキ ュラ

ムの全 盤 におい て行 な う必 要が あ ると考 えてい るが、

本研 究で は、 まず 「話 す」能 力 を評 価す るこ とを 目的

としたルー ブ リックを検討 し、評価 プ ロセ スの改 善の

可能性 につ いて 考察 した。

第2節 で は、韓 国語 教育 にお ける話す 評価 の教 育 目

標 と具 体的 な評価 項 目に対す る提案 を した。 話す評 価

の教育 目標 では 、 目指す 教育 目標 をで き る限 り学習 者

の言語認 知構 造 の継続 的な量 的 ・質 的変化 を考 慮 して、

学習 の段 階や 難易 度 に よる段 階型 ・水準別 の カ リキ ュ

ラム を設 け て構成 す る手立て が必要 で あ るこ とを述 べ

た。 ま た、学 生 の韓 国語 能力 の 向上 とい う観 点 か ら、

「韓国語 を使 っ て何が でき るのか」 を評価 す る必要 が

ある こ と、実 生活 ・真正性 が 高い状 況で 自身 の意見 を

具体的 に表現 す る、な どが項 目と して重 要で ある こ と

を指摘 した。

第3節 で は、韓 国語教 育 にお け る 口頭能 力 の評価方

法 として、パ フ ォーマ ンス課題 とルー ブ リックの実践

例 を取 り上 げ、パ フォー マ ンス評 価 の導入 と実施 の意

義 につい て議論 した。 結論 と して、パ フ ォーマ ンス評

価 は、評 価法 の単 な る多様 化 では な く、評 価 が教授 ・

学 習の過 程 に もな り、それ を促進 す る こ とにも繋 が っ

て い く発 展的 な評価 法 である こ とを述 べ た。特 に、ル

ー ブ リ ックの活 用 は
、教 師が学 習者 に画一 的 に教 え、

結果 的 な知識 を得 たか ど うか を重視す る学 習理論 か ら、

個 々の学 習者 の個性 や特性 に合 わせ た手続 き的(過 程

的 、方法 的)知 識 を重視す る学 習者観 への 転換 をもた

らす ことが可能 とな るで あろ う。

しか しなが ら、評価 側(教 師側)に とってのパ フ ォ

ーマ ンス評 価 は
、一 ク ラスの学生数 、教 え る内容 と量 、

評 価 時間 の確保 、評価 の客観性 及 び一 貫性 の保持 とい

った 点か ら、実施 が容 易で はない こ とも事 実 であ る16。

特 に、パ フォー マ ンス評価 の共通 的評価 規 準を設 けて

適 切 に実施 す るこ とは、現在 多 くの韓 国語 授 業 を非 常

勤 に任 せ てい る 日本 の状 況 では 、難 しい こ とで もあ る。

しか し、韓 国語 教育 におい て も学習者 の真 の コ ミュ

ニケー シ ョン能力 を測 定す るた めには、 従来 の よ うな

評 価法 で は不十分 な こ とは明 らか であ る。 特 に、学 び

の場 であ る大学等 の機 関にお いて 、学習者 の発 展的 な

言語 能力 の開発 を期 す授 業 を行 な うた めに は、評価 の

妥 当性や 信頼 性 にも とつ くパ フォー マ ンス評価 の導入

が 有効 で ある と考 え る。 しか し、未 だ同評 価 に関す る

基礎 研究 も十 分 とはい えず、更 な る議 論 と検証 が必要

な ことは言 うまで もない。

韓 国語 教 育 に関 す る今後 の 課 題 と して は、 まず 、

CRESST"・KICEI8の 形 成的 評価 プ ログ ラムの教 育効果

を検 討す るこ とで あ る。

CRESST・KICEの 形 成的評 価 プ ログ ラムの枠組 み を

用い るこ とで 、教 師 に よる評価 の着 目点 が ど う変 わ り、

それ が どの よ うな授 業活動 への展 望 を開 くのか を検 討

した い。 そ して、形成 的評価 プ ログ ラムの教 育効果 を

手が か りに、韓 国語教 育 におけ る形成 的評価 とパ フォ

ーマ ンス評 価 との関係 性及 び相 互 補完 の可能 性 につ い

て追 って いきた い。
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